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第三部　触研究への情報提供あり方研究

はじめに

筆者は本書第一部、同二部のように公儀触伝達の分析により拙論の検証を行っている。そ

れは服藤弘司氏等の法制史研究者の公儀触にかかわる研究業績に拠ることが多い。

しかし、近年、公儀触に関わる研究が少ないと思われる。特に伝達に関してはさらに少

ないように思える。そのため、拙論に関して法制史の成果を参照することができず、残念に

思っている。

公儀触伝達の研究が行われない理由の一つとして、筆者も感じていることであるが、ま

た第一部の調査を通しても思われることであるがどのような触が各階層に、最終の村町に伝

達されたのかの情報を知ることが困難なためではないかと考える。そのため、第一部の調査

を通して、調査先の資料保存機関の方々からこのような状況についてご意見をお聞きするこ

とにした。

また、公儀触等の情報を集約し、発信するデータベースが必要ではないかと考え、デー

タベースの基盤として明治初期の調査結果で領主と領地の村の関係が示される旧高旧領取調

帳を用いることにして「旧高旧領取調帳基盤階層別御触書集成 DB」（以下、本 DB）を構想

し検討することにした。第１章でその案を提示し、第２章でその案を調査でご協力いただい

た資料保存機関の方々のご意見等によって課題を確認し、構築可能な案を述べることにした

い。

なお、本稿では、データベースの技術面については述べず、公儀触の情報の集約、発信

にかかわる構成、機能などを述べることにする。技術面については、本書第三部の東昇氏の

「WEB まるまる舞鶴と MALUI 連携」などを参考に今後同氏と検討することにしたい。

１　「旧高旧領取調帳基盤階層別御触書集成 DB」案

公儀触は、公儀（幕府）、領主、領地の村町の各階層で作成されるいわゆる御用留、御触留（以

下御触留等）に記録される。公儀触を確認しようとすればまず各階層の御用留等が含まれる

文書群を確認する必要がある。次に御用留等から公儀触を確認することになる。

確認できた文書群、御用留等、公儀触の情報は、本書第一部で行ったように近世末期の

旧高旧領取調帳を基盤とした公儀触情報の集約と発信

―「旧高旧領取調帳基盤階層別御触書集成 DB」の試み―

山田　　洋一
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支配関係が視覚的にもわかる旧高旧領取調帳（以下旧高）の領主、村町 (【図１】) を基盤

として集約を行う。

旧高を基盤とするのは、御用留等は、当時の行政文書で、領主、村町はその作成主体であり、

その主体の明治初期の全国調査結果である旧高に御用留等からの公儀触の情報を集約するこ

とが適切と考えるためである。

ただし、旧高は、原本が関東大震災で焼失し、

写本が伝来しているが、欠本もあり、明治維新

後の転封状況も反映されており、また、無年貢

地の三都を始めとして城下町等は含まれておら

ずそれらを補足する必要がある。

幸いに木村礎氏によって写本が翻刻・校訂

されて昭和 44 年（1969）から刊行（コラム

４参照）されており、さらにこの刊行本をもと

に国立歴史民俗博物館のホームページで、デー

タベース（歴博 DB）として平成２年（1990）

より一般公開されている。

ただし、歴博 DB では現在の北海道、沖縄県

にあたる地域の領主、村の情報は含まれていな

い。その理由は未確認であるが、本稿では、松

前嶋郷帳（天保郷帳）、1635 年段階の村石高がわかる琉球国高究帳
1

によって補完すること

にする。

歴博 DB は、領主の領地（行政村）が【図２】のように全 97,359 件
2

（行政村）収録され

ているが、寺社の境内など年貢が免除された土地である除地、朱印地などの（年貢免除地）

などを除くと行政村は約８万 5,000 となる。全石高約 3173 万石、全村数は約６万 6,000

村
3

、領主数は、旗本、寺社等同一領主が複数の呼称で記載されており同定が困難であるが、

寺社等を除く大名、旗本で大まかにいえば約 3,500 人
4

位と推定できる。

検討する本 DB は各階層（領主、大庄屋、村町）に伝達された公儀触の情報を集約し、発

【図１】　旧高山城国愛宕郡冒頭部分

　　　　　（筆者翻刻）

番号 旧国名 旧郡名 旧村名 ふりがな 旧領名 旧県名
旧　高
（1）

旧　高
（2）

市町村
コード1

市町村
コード2

  1  山城国 愛宕郡 吉田村 よしだ 吉田家領 旧・京都府 593 593 26103
  2  山城国 愛宕郡 吉田村 よしだ 北小路家領 旧・京都府 30.21025 30.2103 26103
  3  山城国 愛宕郡 吉田村 よしだ 小堀数馬支配 旧・京都府 60.681 60.681 26103
  4  山城国 愛宕郡 吉田村 よしだ 羽倉信義知行 旧・京都府 30.21025 30.2103 26103
  5  山城国 愛宕郡 吉田村 よしだ 赤塚正性知行 旧・京都府 30.21025 30.2103 26103
  6  山城国 愛宕郡 吉田村 よしだ 松室重篤知行 旧・京都府 30.21025 30.2103 26103
  7  山城国 愛宕郡 吉田村 よしだ 摂取院領 旧・京都府 1.04 1.04 26103
  8  山城国 愛宕郡 岡崎村 おかざき 青蓮院領 旧・京都府 11.20894 11.2089 26103

【図２】　歴博旧高 DB 山城国愛宕郡冒頭部分
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信するものであるが、その公儀触は、公方の意向を受け、また老中・若年寄の裁量により江

戸城の御用部屋で作成され、老中の命で、大名等に、次に村町へ伝達されるものである。

公儀の評定所によって、元和元年（1615）～天保８年（1837）分の公儀触が、8 代公方

徳川吉宗の命による編さんを初めとし、以後 10 ～ 12 代の公方ごとに「御触書」（編さん時

期により寛保集成などと呼ばれた）としてまとめられた。現在、『御触書寛保集成』、『御触

書宝暦集成』、『御触書天明集成』、『御触書天保集成』（以下、『御触書集成』）として岩波書

店より刊行されている。触総数は 14,604 であった。最後の『御触書集成』以後、明治元年

（1868）までの御触 ( 公儀触 ) は、法制史研究者の石井良助、服藤弘司の両氏によって、以

前の「御触書集成」と同様の編集方針で編さんされ、『幕末御触書集成』として同書店より

刊行されている。この触総数は 6534
5

であった。

これら集成の触の表題、本文、日付、番号は、伝達された公儀触を特定、管理する基本情

【図３】　旧高旧領取調帳基盤階層別御触書集成 DB 上位画面

報
6

である。そのため、本

DB においても、『御触書集

成』等の基本情報と連係す

ることが望まれる（旧高と

ともに著作権者等の許諾が

必要）。ついては、本 DB

のウエブ上の上位画面は次

の【図 3】を考えている。

検索窓口の例のように

種々の検索を行えることを

目指しているが、検索結果

の提示は、基本的には【図

４】となる。

同図の左端の 「（旧高旧

領取調帳階層別御触書集成

DB 一連番号）」、「⑤細目

次」、「ク HP 等」以外は、

本書第一部別表で説明して

いるので説明は省略する。

「（旧高旧領取調帳階層別

御触書集成 DB 一連番号）」

は、本 DB で想定している

通番である。本来は「~」

としている部分にも公儀触
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【図４】　検索結果例

の情報を集約する欄があることを示すが、今回は誌面の関係で省略している。

国、郡、村町、公儀触、及び所蔵機関、文書群、御用留等の情報が提示される。公儀触から『御

触書集成』等の本文へつながることも想定している。

本 DB は、情報がない領主、村町についても可視化できることが特徴的である。公儀触情

報の収集にはまず有無を確認する必要があると考えるためである。「⑤細目次」は、御用留

等の各記事の見出しの目次集である。本来、この細目次を作成し、公儀触の情報を抽出する

①領主
名

②所蔵
機関名
（寄託
等の注
記）

③文書
群名

④御用
留・触留
名

⑤
細
目
次

⑥出典
分量年
数

⑦公儀
触数
（内訳
記載
段）

①村名 ②所蔵機
関

③文書群
名

④御用留・触
留名

⑤
細
目
次

⑥出
典分
量年
数

⑦公
儀触
数
（内
訳記
載
段）

⑧村
高

1 松前
嶋郷
帳

（松前
藩）

（松前
城下）

函館市中
央図書館
（原本）

（松前町
史　史料
編　第1
巻）

天保十三年寅
九月留メ書
御倹約御触書
留メ

0.5 12（a
段）

3町 徳川 北海道
松前郡
松前町

函館市
中央図
書館HP

2 松前
嶋郷
帳

（松前
藩）

（松前
城下）

函館市中
央図書館
（原本）

（松前町
史　史料
編　第1
巻）

天保十四年卯
五月中旬より
御倹約并ニ御
改革御触書留
メ控

0.2 4（b
段）

3町 徳川 北海道
松前郡
松前町

函館市
中央図
書館HP

a

b

556 陸奥
国

津軽
郡

弘前藩
領分

弘前市
立図書
館

津軽家
文書

Aア〔弘
前藩庁〕
日記（江
戸日記）
天保13年

1 7（a
段）

1領
主1
（江
戸）

徳川 青森県
青森市

おくゆ
かしき
津軽の
古典籍

556 陸奥
国

津軽
郡

弘前藩
領分

A弘前市
立図書
館

A津軽家
文書

Aイ弘前
藩庁日記
（国）天
保13年

1.2 30（b
段）

1領
主2
（国
元）

徳川 青森県
青森市

おくゆ
かしき
津軽の
古典籍

556 陸奥
国

津軽
郡

弘前藩
領分

青森町 『青森市
史 資料
編（３）
伊東善五
郎家文
書』

自 天保己亥十
年正月・至 嘉
永辛亥四年十
二月 御用留

1 3（c
段）

327.4 3町 徳川 青森県
青森市

a

b

c

1098 陸奥
国

津軽
郡

弘前藩
領分

青森県
立郷土
館

つがる
市森田
町盛家
旧蔵文
書

御用留五
番　天保
12年10月
～13年
（クHP等
の画像）

0.1 0（a
段）

森田村 168 2大
庄屋

徳川 青森県
西津軽
郡森田
村（つ
がる
市）

青森県
史デジ
タル
アーカ
ブズシ
ステム

a

（旧高
旧領取
調帳階
層別御
触書集
成DB一
連番
号）

～～

１幕末④4033天保13・7・9高直之石灯籠瀬戸物等売買致間敷之事／２幕末④3455天保13・8・5屋敷之内を町人等ニ貸置候儀制禁之事／３幕末④3286天保13・8・長窪宿
人馬賃銭割増之事／４幕末⑤4953天保13・9・29金銀貸借利足引下之事／５幕末④4116天保13・10・17古金銀等引替残早々可引替之事／６幕末⑥5123天保13・10異国船
似寄之帆立方并沖合航海停止之事／７幕末④3601天保13・11・25火之番防大名等消防出動方心得之事

１幕末①529天保13・2・25広大院様呼称之事）并博奕賭之諸勝負御制禁之儀ニ付公義／２幕末⑤5007天保13・2・26武士屋敷ニ而博奕等制禁并召捕方之事／３幕末②
2051天保13・2・24神田川魚猟差留場所之事／４幕末③3039天保13・2・晦武術稽古奨励并武芸免許授与心得之事／５幕末④3283天保13・2・24佐久山宿等人馬賃銭割増
之事／６幕末③2272天保13・3・5諸家使者等召連候若党共風俗節倹之事／７幕末⑤4263天保13・3・3組合仲間等停止之儀遵守方心得之事／８幕末⑤4712天保13・7・5医
書新板之節医学館江草稿差出之事）ニ付御書付者去月廿八日　姫君様御誕生…儀／９幕末①674天保13・6・29姫君様誕生之処表向御弘不被仰出等之事ヵ／１０幕末④
4109天保13・6・26無名之包銀通用致間敷之事／１１幕末④4110-1天保13・6・29似せ金銀銭拵候者等万石以上自分仕置之事／１２幕末④4033天保13・7・9高直之石灯籠
瀬戸物等売買致間敷之事／１３幕末⑤4277天保13・6・2馬喰馬其外共高価ニ売買致間敷之事／１４幕末⑥6033天保13・7・23異国船無二念打払停止薪水等給与之事／１
５幕末⑥5191天保13・8・9異国船取計方改正ニ付警衛向取調之事／１６幕末②1542天保13・5・25鴻巣勝願寺勧化之事／１７幕末⑤4755天保13・7・8旅稼之歌舞伎役者
共抱入間敷之事／１８幕末④4113天保13・8・6通用停止之古金銀早々可引替之事／１９公義触幕末④3455天保13・8・5屋敷之内を町人等ニ貸置候儀制禁之事／２０公義
触幕末④3286天保13・8・長窪宿人馬賃銭割増之事／２１幕末⑤4953天保13・9・29金銀貸借利足引下之事／２２幕末④4116天保13・10・17古金銀等引替残早々可引替之
事／２３幕末⑥6034天保13・10・11異国船取扱方改正ニ付浦々建札之事／２４幕末①677天保13・11・5精宮呼称之事／２５幕末⑤4955天保13・11・1金主共安心致貸出
候様名主可諭之事／２６幕末④4036-1天保13・11・9町人男女御法度之衣類着用致間敷之事／２７幕末⑥5123天保13・10異国船似寄之帆立方并沖合航海停止之事／２８
幕末④3601天保13・11・25火之番防大名等消防出動方心得之事／２９幕末④3289天保13・12酒匂川川越人足賃銭割増之事／３０幕末⑤4715天保13・10・6新暦頒行之事

１幕末④4113天保13・8・6通用停止之古金銀早々可引替之事／２幕末④4115天保13・9・21当用ニ付所持致候古金銀取扱方等之事／３幕末⑥5191天保13・8・9異国船取
計方改正ニ付警衛向取調之事

～～

（記載なし）

ク　HP
等

１幕末②1685天保13・6・25出家社人等町家住宅其外之儀取締之事／２幕末⑤4755天保13・7・8旅稼之歌舞伎役者共抱入間敷之事／３幕末④4110-2天保13・6・29似せ金
銀銭拵候者并売捌候者取締之事／４幕末④4110-1天保13・6・29似せ金銀銭拵候者等万石以上自分仕置之事／５幕末④4033天保13・7・9高直之石灯籠瀬戸物等売買致間
敷之事／６幕末④4113天保13・8・6通用停止之古金銀早々可引替之事／７幕末④4116天保13・10・17古金銀等引替残早々可引替之事／８幕末⑤4408天保13・9・9百姓共
風儀并農業等可心得品々之事／９幕末④4115天保13・9・21当用ニ付所持致候古金銀取扱方等之事／１０幕末⑤4953天保13・9・29金銀貸借利足引下之事／１１幕末⑤
4715天保13・10・6新暦頒行之事／１２幕末④4235天保13・12朝鮮人参作立并売買勝手次第之事

１幕末⑤4955天保13・11・1金主共安心致貸出候様名主可諭之事／２幕末⑥5123天保13・10異国船似寄之帆立方并沖合航海停止之事／３幕末⑤4288-2天保13・11・3荷主
船頭共直待と唱〆売致間敷之事／４幕末④4036-1天保13・11・9町人男女御法度之衣類着用致間敷之事

～～

エ　村 オ
階層

カ
領国

（同上）

ア
旧国
名

イ
旧郡
名

ウ　領主 キ　現
自治体
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ことが望ましいが、本書第一部の調査では分析時間の関係から行えなかった。本書第一部の

別表で、この細目次の作成が関係者によって行われていたのは、№ 13、104
7

、111 であった。

公儀触の御用留等における位置を、関係の記事を知ることができる有用な項目であるが、作

成に時間を要することが課題である。

「ク HP 等」は、資料保存機関が、ホームページ（ＨＰ）で所蔵資料の情報を発信しているデー

タベース等の情報欄である。【図４】の左端通番 556 上位二段の機関では、市史がテキスト

で、御用留が画像での閲覧が行える、同 1098 の HP のデータベースでは、県史資料編の本文、

文書群目録、解題、画像をみることができ、遠隔地から的確に調査が行うことができて大変

助かるものであった。本書第一部別表№ 96 の機関 HP のデータベースでは、御用留がテキ

スト化され、用語検索が行えて、公儀触の確認にこれも大変助かるものであった（詳しくは

本書コラム２を参照）。

以上のように公儀触の情報提供（発信）のあり方を本ＤＢとして検討したが、実現には

課題があると考えるので、本書第一部の調査と併せて本ＤＢの情報源に予定される調査先の

資料保存機関の方々に情報発信の現状、本 DB 等についてご意見をいただいた。次節で紹介

し、課題を明らかにしてその対応を検討していきたい。

２　旧高旧領取調帳基盤階層別御触書集成ＤＢの課題

本書第一部の調査とともに触情報提供のあり方の参考にするため、調査先の情報発信の

現状、本 DB 等についてご意見をいただいた。当初は、資料を事前に送らせていただくなど

して、ご意見をお聞きしたが、途中から調査に時間を要するようになり、また調査先の事情

もあり、都合が合うときに行った。閉館間際の 10 分程度の立ち話ということもあったが、

率直な意見交換ができたと感謝している。また法制史の方からも別途ご意見を伺った。

【図５】はその時の配布資料（右側の内容はその都度変更）であるが、これにもとづき話

を伺った。当初は本ＤＢをプラットフォームに個々にデータを入力できる参加型に考えてい

たが、伺った結果は同図の３の留意点にもとづきまとめると次のとおりであった。

①必要性・需要

必要性はあると思うが、需要はわからない。法学や経済を専門とする学生等はくず

し字が壁になっているのか古文書等の利用が少ない状況かと思われる。古文書解読

アプリなど活用してはどうか。

②資料保存機関の担当者（として）のご意見

現行の業務で一杯の状況なので参加型データベース等への積極的な協力は難しい。

近世担当者がいないので難しい。（少数意見であるが）依頼文により調査等を行って

情報提供を行うなどの協力は可能。資料整理ができているので資料の情報提供は可

能である。
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③実現の可能性

専門的なデータベースは特に構築、維持管理する組織の確保が難しい。「明治期官僚・

官職データベース（國岡 DB）Web 版」（鹿児島大学司法政策教育研究センター）が

参考になるのではないか。

④その他

一つのデータベースに各地の資料保存機関の情報が集約されることは意義がある。

機関が繋がっている感じがある。今後も自館の資料情報を発信していきたい。

主観的なまとめになったかと思うが、ほぼ同様の意見であったと理解している。

以上を踏まえて、当面は、資料保存機関において公開されている資料情報を整理した上で、

画像データによる御用留等の収集を行う、データを分析して公儀触の集積に努める、ある程

度情報が集積した段階で、データベースの設計、維持管理の組織等検討する、このように段

階を踏まえて本 DB 構築を行っていければと考える。

おわりに

以上、本 DB の検討を行った。今後は、月並みであるが、まずは必要性を感じていただけ

るように公儀触の情報の調査収集に努め、活字化し、当面、ＰＤＦ等による発信などを目指

したい。情報が集積した段階で本格的データベースの設計等考えたい。生成ＡＩの登場でデー

タベースのあり方も変わっていくことと思われ、実現の可能性はあると思っている
8

。

触研究への情報提供あり方研究について＊ 

 

１ 目的  

触研究環境貢献のため、触情報を社会構造（旧高旧領取調帳）にもとづいて 

 集約、発信するあり方（システム）を検討する。 

 

２ 旧高旧領取調帳とシステム（あり方 DB） 

明治十年（一八七七）前後に内務省管下でまとめられたと思われる地誌調査の

一つ。…関東大震災の際焼失した。…写本がある（明治大学図書館蔵、若干の欠

失あり）（国史大辞典）。現在、歴博でデータベースとなっている。同帳の領主と

領地の村毎に触関係情報を集約する DB。触留等の有無の可視化が可能となる。 

 

３ 研究の留意点 

① 必要性・需要、②資料所蔵機関の担当者のご意見、③実現の可能性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊科研費「公儀触による両領国（徳川・国持外様）体制の最終検証と 

触研究への情報提供あり方研究」 

＊研究分担者 東昇教授 web「まるまる舞鶴 地域の歴史を WEBで発信！」（チラシ） 

検検索索

西暦 年号 年月日 集成
番号

集成名 集成通番
号

集成通子
番号

触名

1615 慶長 20・7・7 1 寛保 1

1842 天保 13・8・6 5 幕末④ 4113
↓

触本文例
４１１３天保十三寅年八月六日
　水野越前守殿御渡
　　　大目付江
文政度依頼金銀吹直被　仰付候
処、当時保字金銀、壱分銀、…
…
右之趣、諸国御代官所、御預
所、諸奉行所、私領ハ国主、領
主、地頭より不洩様為触知、停
止之金銀所持之有無吟味致し…
右之通、可被相触候
　　　　八月

Ｂ　旧高旧領取調帳基盤領主村町御触書情報

（仮）旧高旧領取調帳基盤領主村町御触書集成DB　案　＊参加型

（キーワード、年、触名、国、領主、自治体名、等）

武家諸法度之事

～

通用停止之古金銀早々可引替之事

～

↓↓↑↑ ↓↓↑↑

Ａ　『御触書集成』（寛保＜3030触＞・宝暦＜1692触＞・天明＜3202触＞・天保＜6680触＞）・『幕末御触書集成（6534触）』（編年目録）   合計21138触

一連番

号

市町村コー

ド1変換

自治体関

係HP等

旧国名 旧郡名 ア領主 ア①所蔵機

関

ア②所蔵資

料

ア③御用留

触留

イ村名 イ①所蔵機

関

イ②所蔵資

料

イ③御用留

触留

旧　高

（1）

1 2201青森
県青森市

青森県史
デジタル
アーカブ
ズシステ
ム／弘前
市立図書
館HP

陸奥国 津軽郡 弘前藩領
分

A弘前市立
図書館

A津軽家文
書

Aア〔弘前
藩庁〕日
記（江戸
日記）／A
イ弘前藩
庁日記
（国）天
保13年

青森町 伊東善五
郎家文書

『青森市
史 資料編
（３）自
天保己亥
十年正
月・至 嘉
永辛亥四
年十二月

327.4

2565 3210岩手
県陸前高
田市

陸前高田
市HP

陸前国 気仙郡 仙台藩 陸前高田
市教育委
員会

吉田家文
書

定留天保
13・14

今泉村 693.7

78167 33201岡山
県岡山市

岡山大学
附属図書
館HP／岡
山県立記
録資料館
HP／岡山
市立図書
館HP

備前国 上道郡 岡山藩領
分

岡山大学
附属図書
館（岡山
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池田家文
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国富文庫 御触留帳

天保１３年

５月～１４

年

84624 37401香川
県仲多度
郡琴南町
（まんの
う町）

香川県立
文書館HP

讃岐国 阿野郡 高松藩領
分

川東村 香川県立
文書館

阿野郡南
川東村稲
毛家文書

御用廻文
留　天保
13・14年

381.5

86712 36464徳島
県美馬郡
貞光町
（つるぎ
町）

徳島県立
文書館HP
／つるぎ
市HP

阿波国 美馬郡 徳島藩領 東端山 徳島県立
文書館
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書

御觸帳 298.9

90321 40561福岡
県山門郡
瀬高町
（みやま
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柳川古文
書館HP

筑後国 山門郡 柳河領
（柳河藩
領）

柳川古文
書館

旧柳河藩
主立花家
文書（寄
託）等

金栗村 柳川古文
書館

西田家文
書

御用控
天保4年～
弘化4年

292

97357
止

42442長崎
県下県郡
美津島町
（対馬

長崎県対
馬歴史研
究セン
ターHP

対馬国 下県郡 旧・厳原
藩

長崎県対
馬歴史研
究セン
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対馬宗家
文書

○○○○ 昼ヶ浦
村

○○○○
館

○○○○
文書

○○○○ 0

＊歴博旧高旧領取調帳DBを参考に作成、記載は見本につき変更あり
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【図５】　配布資料
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なお、協働して公儀触の情報を収集、発信するあり方も考えてみたい。本書第一部の調

査では、各地域の方々から的確なご教示等をいただき協働に向けての希望を得ることができ

た。また、各地の古文書にかかわるボランティア活動（『佐倉藩「安政四年年寄部屋日記」』

の刊行
9

、コラム２等）を知ることができた。協働して本 DB を構築することは可能ではな

いかと考えている。本稿（書）がそのきっかけになることを願う次第である。

最後に、ご多忙のところご意見等いただいた皆様に御礼を申し上げておきたい。

本稿は 2024 年度 JSPS23k01060 の助成を受けた「公儀触による両領国（徳川・国持外様）

体制の最終検証と触研究への報提供あり方研究」（研究代表山田洋一）の研究成果の一部で

ある。

（京都府立大学特任講師）

【註】

1　 『沖縄県の地名』（平凡社、2002 年、行政区画変遷・石高一覧）。

2　 「データベースれきはく」旧高旧領取調帳データベースのデータ件数（2025 年１月閲覧）。

3　 �表３国別石高村数行政村数（山田 洋一「近世『徳川領国』の所領構成と譜代並・外様・国持　京都府域関係古

文書のアレンジメントの前提として (3)」〈京都府立総合資料館紀要 34、2006 年〉）。

4　 �表２全「徳川領国」領主内訳（山田 洋一「近世『徳川領国』の所領構成と譜代並・外様・国持　京都府域関係

古文書のアレンジメントの前提として (3)」）。

5　 『幕末御触書集成　別巻　事項目録編年目録』（岩波書店、1997 年）の事項目録の通番号による。

6　 『徳川禁令考』、『藩法集』収載の公儀触は今後の課題としたい。

7　� 御觸帳の細目次は、当時、徳島県立文書館主任専門員であった松本博氏によって作成され、①「美馬郡東端山　

武田家文書『御觸帳』目録（一）」（徳島県立文書館研究紀要３、2002 年）、②「同（二）」（同４、2003 年）

として刊行されている。①には、天保８年 (1837) ～嘉永７年（1854）における 1208 の記事の内容標目、②

には、元治元年（1864）～明治５年 (1872) における 976 の記事の内容標目が収録されている。細目次作成の

参考にしたい。

8　 本書第三部「WEB『まるまる舞鶴』と MALUI 連携」の著者東昇氏のご教示による。

9　 �年寄部屋日記を読む会解読翻刻『佐倉藩「安政四年年寄部屋日記」』（年寄部屋日記を読む会、2019 年）。本書

第一部調査の前に、同会会長竹村道央氏よりご提供いただいた。Ｂ５版 474 頁の成果である。



表紙の解説
1 2 3 4

5 6

7 8

（裏） （表）

9

1　触留が多数展示されていた 2023 年「第 49 回愛知県公文書館企画展　新・収蔵資料展　～古文書にみる尾張の町と三河

の村～」の展示風景　山田洋一撮影

2　奈良町の町家をイメージした奈良市史料保存館の外観　山田洋一撮影

3　道標「古文書館通り」と川下りの船（船頭さんが「ここ ( 建物 ) は柳川の古文書館」と説明されていた）　山田洋一撮影

4　柳川古文書館の外観　山田洋一撮影

5　仙台伊達家領大肝入（大庄屋）吉田家文書の天保13年（1842）「定留」(御用留)の表紙（2011年東日本大震災の大津波で被災、

その後修復）　陸前高田市教育委員会提供　＊別表No.16、コラム１参照

6　地元の実業家が古物商から買い戻し大正10年（1921）に当時の小松町に寄贈された天保13年 7～ 12月「小松藩会所日記」

の表紙　西条市立図書館小松温芳図書館郷土資料室提供　＊別表No.106 参照

7　戦時中に大阪府立中之島図書館に保管を委託され、大阪大空襲から逃れた天保 13年「御触書承知印形帳」（菊屋町文書）

の表紙　山田洋一撮影　＊別表No.80 参照

8　維新期に散逸した加賀前田家治政資料の書写による収集事業で作成され、のちに寄贈された天保 12～ 14年「郡方御触留

帳」（金沢市立玉川図書館近世史料館所蔵加越能文庫）の表紙　山田洋一撮影　＊別表No.56 参照

9　高田城跡（上越市）に再建された高田城三重櫓　山田洋一撮影
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